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学校内の意思決定・紛争解決の場としての「全校会」の事例研究 

学校内の意思決定・紛争解決の場としての 

「全校会」の事例研究 

—子どもの参加と紛争解決システム設計の２つの視点から—

齋藤 宙治 

“School Meeting”, an Autonomous Forum for Decision Making and Dispute Resolution 
— An Analysis from Two Perspectives: Children’s Participation and Dispute Systems Design — 

Hiroharu Saito 

This paper analyzes the “school meeting” system, which is an innovative decision making 
system adopted in some free schools or democratic schools. All of the students and teachers participate 
in the “school meeting” on an equal footing with each other to decide and to resolve school management 
issues and internal disputes. Based on fieldworks at four schools in Japan, this paper grasps the actual 
picture of the “school meeting” system. Also, by examining the “school meeting” from the viewpoints of 
children’s participation and dispute systems design, this paper discusses ideal autonomous systems for 
decision making and dispute resolution in school. Key findings: (a) teachers can behave and speak freely 
(i.e., on a real equal footing with students) in a meeting only where a sufficient number of teachers are 
participating in the meeting; (b) children’s say needs to be facilitated especially where the topic of a 
meeting is related to only a few of the attendees directly. 
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学校やオルタナティブ・スクールの中には、学校の
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ていると ろがある。子どもを た学 の 成員

員の によって、 な ・

をしている。その名 は学 によって な 、 え

ば、 学 名 会

などと名付けられている。学

でい 学 会をい ば で するよ な

ものである ら、本 では、一 名 として

会 と とにする。

査 とした 本 4 の 会は、い れ

も、 として 1 の 度で され、

生 と教職員が一 に会する 会であって、

生 と教職員が 等な関 で 論・ をする

である、とい 要 をも 。 
 なお、 のないよ に付け えると、一 な

学 で く られるい る 会（ に、教職

員 ら 生 に して、一方 の講 ・

を た のもの）とは なるものである。 

 教育  

 会の にある教育 は、一 ではない

のだが、い れも子どもの ・ を に

するとい で している。 では、 者

を 介する。 

一に、A  S  は、子どもの に いて

し続けた の教育学者・ である。 は、

子どもたちは よ も を える とで も

よく学 とい に いて、 ・

を した（1921 年 ）。 の学 には大

きな特 が 2 ある。1 は、子どもの 業への

参 が されない とである。学 においてどの

よ に時 を ごす は子ども一 一 の に

られている。2 が、 会であ 、学 を

に するた の として、学 の

を成す。学 の ・ 等に いては、

会において教職員と子どもが 員 1 の

をもって 論し、 される（  1999）。
・ は、 で一 な学 を し、

在でも れらの ・特 を いている

（Summerhill School）。
 に、 においても、教育 の ・

が に した ・

・ が 在する（1968 年 ）。同 の教

育 の は、 の 、 、 の

任である。 ・ と同 の 2 の大

きな特 がある。1 は、学 教育に な

の （時 ）や 業 が 在しな

い とである。 子どもたち ら に れ れを

教えてくれと られた にの 、教職員が手を

す。子どもたちは、一 一 が 分の ごしたい

よ に時 を ごす。2 は、やは 、学 の

の を成す 会である。教職員の 用

にいたるまで、学 の に関するあら る は、

会で 論され、 される。教職員と子どもは、

員 1 の をも （

1995 2006）。 の ・ は、少なくと

も、 在、 に 20 、その の に 16
在するよ である（Sudbury Valley School）。
に、関連する教育 として、 ・

の 学 （Problem Solving Learning）
ら した、 学 （Project Based
Learning、 PBL ）も挙げておきたい。PBL は、子

どもたちに を ま て、 の ・

（ ）に ま るとい 教育方

である。PBL では、子どもたちは、

の で に 要な を学 とともに、

で する 、 分たちで を する

を身に ける。い る 21 紀 を 成する

教育方 として、 で されている（Bender
2012、 2003 2004 など）。子どもたち 員

が 1 の として、 分たち 身の学 に関

する の ・ を するとい で、

会は PBL の に ったしく といえる。

本研究で 査 とした の 4 は、い れも

上記 3 の教育 （ 、 、PBL）
のい れ あるいは 数を参 に された学 で

ある。そのた 、い れの学 においても、 会

は、 として、また の 成の と

して、 要 されている。 

なお、4 の ち、 ・ 2
では、 ・ 業は 在しない。一方で、

・ 学 2 に いては、（ された一

である ともあ ） を とした
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学 の ・ の としての 会 の 研究 

・ 業がきちんと まれてお 、子どもた

ちは時 に って する。 

3  研究  

や を の し いによって

として、一 な学 に く 在

するのは、学 の学 会である。 れに し

て、 の 会は、 者の る 、

に ても に が少ない。し し、本研究

では、あえて の 会に着 して分 を 。 
本においては、 に、学 が 同 と

しての を く ってきた。そのた 、子どもた

ちの し い として、学 会とい 学

での ・ をさ る教育 が く

れてきた（ 村 2010、 生研 2005 など参照）。

方で、学 会はその とい がしばしば

指 されてきたと ろである 2。 
本研究の は、学 会とは なった、 会と

い （ な） の を ら

にする とである。子どもたちが参 する

が するた の 要 に いても分 す

る。 の分 に しては、 子どもの参 、

とい 2 の を用いる。

会の 要 を ら にする とを て、

学 における の を する。 
会に着 する は、 の 2 である。 

一に、 会は、子どもの ・ を

する教育方 の で、特に子どもの が ん

な学 で されているものである。子どもたちが

参 する し いとしての を えたものであ 、

の成 として、 上げるに

する。 
に、学 会は 、 任教師 1 によって

導される。そのた 、 学 の学 会の は、

の教師の 要 （ 、 、教育

など）による を く けているといえる。 れ

に して、 会には の教師が 数 関 する。

したがって、1 の教師によって 導される学 会

に て、 の教師の 要 による が

さく、 の としての特

を ・分 しやすいと れる。 

 研究  

2013 年 ら 2014 年の に けて、 会を

している 本 の 学 ・

4 を 1 し、 査を っ

た。 
A B では、 会の を し、

を 成した。また、A 、X Y
の 学 関 者に して、1 1 の によ

る を した（A X
での は、 を て IC で

をした）。 
 査の は、 のとお である。

のとお 、 会は が に少ない。その

で、 の多 を す く、 者・ 者 3

がす て なる 4 を 査 とした。 

1 査  

（在籍年 ） 
 

生 数 
時  

A  ・ 学  50 名 2014 年 1  
B  ・ 学  100 名 2013 年 11  
X  

・  
（4 16 ） 

数名 2013 年 8  

Y  
・  

（7 18 ） 

数名 2014 年  

 査で られた 、

果 その の をもとに分 を っ

た。

なお、B では を していないが、

B を 学 の教育 に いては、 B K
がその を 介した文 （K  2013）が

在する。そ で、B の 会に いては、

に えて、K による同文 の記 を

参照する 4。
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 を分 するにあたって、子どもた

ち 身が ・ のた の に参 す

る との教育 とい はもちろん 要であ

る。 方で、教育 に えて、 果 な

・ ができているの とい 用

らの も 要であろ 。 
 そ で、本 では、 子どもの参

とい 2 の を用いて、分 を

。ま 、 れらの の な に い

て、 しておく。 
 
3   

 子どもが、学 の ・ のた の

に参 する とには、2 の大きな教育

がある。 一に、子どもたちが 分たち 身の学

に関する の ・ の に参 すれば、

を 成する とができる。 に、

な学 （ ・ ）をす

るた には、学 の 成員の大 を る子どもた

ちが、 ・ に参 する とが 要

である。 
 もっとも、 れらの教育 は、 な子ど

もの参 によって、 て されるものである。

に子どもが参 する を したとし

ても、子どもたちが に の に って ってい

るだけでは、あま がない。したがって、分

に しては、 に子どもがどのよ に し いに

関 しているの に着 する とにする。 
 特に、 し いにおける子どもと大 （ 生

と教職員）の関 に する。 （1-1 1-2）
のとお 、研究 4 のい れの 会も、子ど

もと大 が 等な関 で 論・ をするとい

に いている。 の は しているのだろ

。 として、子ども・大 とい 分に関

なく、子どもも大 も 等に参 しているといえる

の に着 する。 
 
3   

 においては、1980 年 、

（Dispute Systems Design）とい 分野におい

て、 における の に関す

る ・ 論が してきている。 
 ごとに が なるた 、 れた

を 度に一 する とは であると

時は指 されているが（Rogers, et al. 2013: 5 ）、

には、 の 2 の が されてきた。 
 1 は、 の である。

の方 としては、 （ 者

の に がある を る。 ）や、

（ 者の がよ を する を る。

・ ）ではなく、 者の 本

な 関 を する とによって を る

を するのが 果 だとさ

れる（Ury, et al. 1988）。 れに関連して、

大学で し、 在も く支 される の

論においては、 関 の の に す き要

の として、 方にとって な たな

（option）を生 出す とが されている（Fisher 
& Ury 1981、野村 2013）。 
 2 は、 関 者（stakeholders）の関 であ

る。 の 用に して、（

となる） 関 者を れなく参 さ る とが

要である。 関 者 身が に参 する

とで、 関 者の 者 ・ が し、

果 な が になるとされる（Costantino & 
Merchant 1996）。 
 そ で、本 の分 に しては、 れら 2 の

本 に着 する。 
 
  

 
  

 分 に しては、 会の を する とが

できたA B の 2 を に する。

X Y の 果に いても、 要

に て参照する。 
 ま 、 会の の 要を 介したい。 
 A では、 会は によって

がなされている。 は、 学 学年、

学 上学年、 学 の 3 ら 2 名の 6
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分 に しては、 会の を する とが

できたA B の 2 を に する。

X Y の 果に いても、 要

に て参照する。
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名の 生 によ 成される 5。 と E 教

（ の の教 ）は、 1 上、

に 会の 2 に 会を って し い、

や の方 に いて ている。 会の 会は、

の 生 の ら 1 名が する（A E
教 ）。 

B では、 会は 員会 によ

って がなされている。

員会は、同 員会を する 10 名 度の 生 と

教師 2 名によって 成される（ 果）。 会の

は、 員会の 生 の ら 1
名が で する（K  2013）。 の 会

の には、 員会の の 会を

して、 や の方 等に いて し れる（

果）。 

  教

 

  A とB に する特 す き として、

会においては、教師が に を 。

な としては、 論を する

に えて、 に する 分 身の を する

が多く られた。 

  

時において、A の 会では、 生 の

によって られる年 を に き

（特に、 年、 業生に する 1 3000
分を の ら支出してきたが、 年

はど する ）に いて、 として し れた。

B の 会では、 等の 分 の （特に、

、 き などの ）に いて、

として し れた。 
な の として、 

（ 名）の とお 、 業生をど

る とい とは の に出ていない

よ 。 業生をど る は、別に を出す

き。 は、お の い方の に いて

す きだと は います。（A F ） 
いろいろ出てきた ら、 れ し ってきて

ってい のを に いてくれ

ると やすいな （A G 教 ） 
（一 の が く をしただけで の生

が の に よ としたのを て）

あ、 のはそれでいいって と （B L
教 ） 

な の として、 

（ 業生の を）出さないとい

もあると います。（ ） 5000
って がさっき とあったけど、（3000
ではなく） を えてもいいと います（A

H 教 ） 
えば、 は の 、 はその ってい

に、 やる を えて らしていく

のはど な （B M 教 ） 
子 （ ）を えば、 （ 名）

と （ 名）で を て、 の は

で の は たいにするのは （B
N 教 ） 

 教  

 そして、 のよ に 会における な教師

の は、 になされているものである。

会における教師・大 の を たと ろ、A
の のE 教 は、 のよ に る。 

しい です 。 を れ に えば、

大 も っている とははっき 。子ども

たちの と と い とを掲げ

たときに、要は子どもを 任 たいな で、子

どもたちが に を してそれを大

たちが てる たいなのが ましいってい

に える 分もある と んですけど。

（ ） っく えば、教師もどんどん っ

ていきます。とい のが、 の を てい

てもお分 だった と んですけど。（A
E 教 。 は 者） 

また、B でも同 に、 に 生 の し い
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を るのではなく、教師は に す きだ

とい 方 を っている。 

大 は していてはいけない きちんと

する。ただし 者としてではなく、 等

の で参 する。（ ）子どもたちに

のいく を、 やすく、そして に

さ ばならない。（K  2013） 
子どもたちの 論は、ともすれば し、あ

ら 方 に する。 んな時は大 の出 だ。

や 導にならないよ に、たく に をも

とにもどした した する をする。

（同上） 

3  教  

  の に いて、2 の ・

の 6 の は い。X
Y ともに、A B とは に、大 に

よる な には な を る。 
 学 で に っている とは とい

者の に して、大 の に い

て、X の P は のよ に す。 

（ の） が 本 に 1 し いな

い と。あくまでも子どもと は 等と

い なのだが、やは そ は っても大

とい とで、 上の はある。2 3
いれば、あの は だし、 の は だ

たいになるのだが、1 し いないと…。も

ちろん 分の はあるのだが、 と

い 大 として、 を えると大

きなものにな ない。（X P
。 は 者） 

したがって、そのよ な大 の を して、

子どもたち同 の ・も ごとに いても、 

分たちで さ るよ に する。

介 して する とはしない。それ

が しい。 （同上 ） 

同 に、Y の Q も、 し いに

おける大 の の子どもに する 上

の の さを する。 

やっ その、大 の が いってい の

は にしないといけないなと います 。（

） い方で しよ とした と 、

はしないよ に けたいなと ってます 。

する はないんですけど、大 の

って、まあ が大きいってい 、 い

ないです 。だ らまあ、できるだけ を

けるよ にしてます 。 分が を に

そ なんだ と ってち っと ってる

と、まあ、 の生 が（同 の を） っ

て って た と 。（Y Q
。 は 者） 

会に参 する大 の 数は、 、X では

2 名（ P と 1 名）、Y
でも 2 名（Q を 2 名）である。

の P Q ともに、大 の による

の さを し、 な には な

を る。 のよ に、大 が、 らの の

を るを ない 大の は、P が

に すとお 、大 の 数が少ない にあると

えられる。 
したがって、 に えば、A や B のよ に、

参 する教師の 数が多い には、 の教師

の が 生 に する の大きさをさ

ほど に、 には する とが に

なると えられる。 えば、教師が に す

る との とい 文 で られたものだが、 

大 が、 く えばそれぞれも ち で、

く えばきちっと職員 の がなされ

ないままに、 の で大 がそれぞれ いた

い とを って、子どもたちが してしま

ってい い も にあ ます。（A
E 教 ） 

とい A E 教 の らは、A の 会におい
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を るのではなく、教師は に す きだ

とい 方 を っている。

大 は していてはいけない きちんと

する。ただし 者としてではなく、 等

の で参 する。（ ）子どもたちに

のいく を、 やすく、そして に

さ ばならない。（K  2013）
子どもたちの 論は、ともすれば し、あ

ら 方 に する。 んな時は大 の出 だ。

や 導にならないよ に、たく に をも

とにもどした した する をする。

（同上）

3  教

の に いて、2 の ・

の 6 の は い。X
Y ともに、A B とは に、大 に

よる な には な を る。

学 で に っている とは とい

者の に して、大 の に い

て、X の P は のよ に す。

（ の） が 本 に 1 し いな

い と。あくまでも子どもと は 等と

い なのだが、やは そ は っても大

とい とで、 上の はある。2 3
いれば、あの は だし、 の は だ

たいになるのだが、1 し いないと…。も

ちろん 分の はあるのだが、 と

い 大 として、 を えると大

きなものにな ない。（X P
。 は 者）

したがって、そのよ な大 の を して、

子どもたち同 の ・も ごとに いても、

分たちで さ るよ に する。

介 して する とはしない。それ

が しい。 （同上 ）

同 に、Y の Q も、 し いに

おける大 の の子どもに する 上

の の さを する。

やっ その、大 の が いってい の

は にしないといけないなと います 。（

） い方で しよ とした と 、

はしないよ に けたいなと ってます 。

する はないんですけど、大 の

って、まあ が大きいってい 、 い

ないです 。だ らまあ、できるだけ を

けるよ にしてます 。 分が を に

そ なんだ と ってち っと ってる

と、まあ、 の生 が（同 の を） っ

て って た と 。（Y Q
。 は 者）

会に参 する大 の 数は、 、X では

2 名（ P と 1 名）、Y
でも 2 名（Q を 2 名）である。

の P Q ともに、大 の による

の さを し、 な には な

を る。 のよ に、大 が、 らの の

を るを ない 大の は、P が

に すとお 、大 の 数が少ない にあると

えられる。

したがって、 に えば、A や B のよ に、

参 する教師の 数が多い には、 の教師

の が 生 に する の大きさをさ

ほど に、 には する とが に

なると えられる。 えば、教師が に す

る との とい 文 で られたものだが、

大 が、 く えばそれぞれも ち で、

く えばきちっと職員 の がなされ

ないままに、 の で大 がそれぞれ いた

い とを って、子どもたちが してしま

ってい い も にあ ます。（A
E 教 ）

とい A E 教 の らは、A の 会におい
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ては、多くの教師による多 な が にな

されている と、 生 らもある特 の教師の

を する にはない と、がよく がえる。

なお、 時の 会に参 していた教師の 数は、

A は 7 、B は 6 である。 
まと ると、教師（大 ）の 数がごく

少ないX Y においては、 の大 の によ

る を して、大 による が に え

られている。 れに して、A B のよ に し

いに参 する教師の 数が多いとい とは、教

師が に する との 要 になっている

と えられる。 には、 教師の 数が多くなれ

ば、教師 1 あた の の 数・ はよ

になるのではない とも れるが、 にはそ

ではなく、参 する教師の 数が多いほど、教師

の な が されるのである。 

 教  

  

会は、子どもの ・ を する学

において、 の一 として されている教

育 である。一 すると、子どもの を

す く、教師による は になると する

のが もしれない。 
し し、 査の 果、A B の 会にお

いては、 教師は に をしている と、し

も、 な を に っているとい

が ら になった。 しろ、 の教師による

な は、子どもの参 の教育 の を成すも

のだといえる。すな ち、教師の な は、

A B の の教師たち 身の として、まさ

に、子どもと同 で、子どもと 等の に

って、 者として学 の ・ に

参 している とを していると えられる。大

と子どもとい 分・ ら する とに

成 した、究 な子どもの参 を していると

いえるだろ 。 
れに して、X Y では、子どもと大

は、 会において 等に 論・ す きで

あるとい （A B と同 の）教育 をも に

も ら 、 には、少 数の大 ら

は子どもと 等の 者の に って振る ま

でには っていない。子ども の に、大

が 者あるいは 者のよ な で関

しているといえる。 

  

会を とい ら た

にも、A B のよ に教師が な を

とは ら に ましい。 には、

としての ・ とい ら

する 、 のよ な があると れる。 
ま 、 のとお 、 者 んなにとって

な たな を生 出す とが、 関 の

た に 要である。そ したと ろ、やは 、

生 よ も い 生 ・ 会 を する教師

には、 のた の 生 が い ないよ

な を え出す とができる があると

えられる。したがって、教師が に、 関

者 員にとって ましいよ な たな の

をし、また、 たな を参 者が い き

やすいよ に をする とは、

の ら 果 な であるといえる。 
本研究の においても、 えば、B の 会

では、 の 者を ごとに ておく

のはど とい のB N 教 の は、 論

を た えで に採用されるに ってお 、

に した。 
また、 のとお 、 へ 関

者を関 さ る とが 要であると ろ、教師

身が の 関 者である もある ら（も

ごとの な 者ではなくとも、子ども同 の

も ごとによって、 に教師が を ける

は多いだろ ）、教師 身が に 者

を って に参 できる方が、教師を た

関 者 員の 度の い、 果 な に

ながるは である。 

3   

 

4-2 では、教師による な がも

な に いて分 した。 に、子どもが
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にどのよ に 会に参 しているの を した

い。 の に関しては、A とB の にお

いて、 いが された。 
 
3   

 ま 、A B の 会には、 に な

る が 1 ある。 会の とする の で

ある。 れは、 における 会の 付けとも

関連する 要な である。 
A の に いては、 に く に ってお

、 者は でも に して、 の を

で える とができる。もっとも、それを

に として採用する （ 会で し

として ）の は が （A
E 教 ）。A の 会の

に いて、E 教 は、 のよ に す。 
 

9 学年が一 に会してやる 要のないもの

は ってきてはま いんですよ 。それは

で できる とだったら、 あの

の に ってくる 要はなくって。

なき ができないと 、 で げ ける

とに があるってい よ な が、

がある。  
その 手に でも の に出して ればい

いってい ん なくて、 で できる

とは の の 分で。（A E 教

） 
 

すな ち、A では、 に学 に関 する

（ 生 が な 関 を する

）の を 会で 。 に関 する

は で、 員に関 する は

会（ 5 参照）で し って、 するとい 方

を っている。A の 会の 時の な は、

で 学 の や に関する

、 しい教室や の名 、 に関する

などであ 、い れも、学 に関する であ

る。 に、 のも ごとが 会の にされ

る とはない（A E 教 ）。 
 

 れに して、B では、 や し等の学

に関 する の なら 、 のも ごとま

でも 会の として 上げるとい 方 を採

用している。なお、B では、 に されてい

る の に に する とによって、

でも を する とができる（K  2013）。
された は、 本 にそのまま として

会で 上げられる。B K は、B の方

を のよ に する。 
 

のも ごとも んなの として

上げる。そのほ が い に いて んな

が するよ になるし、 平な 論になる

が多い。  
（い 、 、 関 に いて）大

が 別に をするのではなくて、 んなの

にする。（K  2013） 
 

 えば、特 の 2 の の の や、

特 の一 の に関する を、 として

上げる とがあるとされる（K  2013）。また、

時における、特 の 等の の とい

も、 には とされている の 者

にの 関 し、その の 生 は の 関

を しない である。 
 
3   

 また、B の 会では、A に して、参 者

の を する度 いが いとい 特 が さ

れた。 、 に る。 
 
3   

 A では、 会において参 者の の は、

あま られな った。 に、 時には、 会

の で 論するのではなく、いったん 会

で し ったらど とい の が教師 ら

なされ、 の が採用された。 
 

と で ち って し って、で、ま

た A 会 で、ど です 。 いきな ど

する って れても、す に えがまとま
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にどのよ に 会に参 しているの を した

い。 の に関しては、A とB の にお

いて、 いが された。

3  

ま 、A B の 会には、 に な

る が 1 ある。 会の とする の で

ある。 れは、 における 会の 付けとも

関連する 要な である。

A の に いては、 に く に ってお

、 者は でも に して、 の を

で える とができる。もっとも、それを

に として採用する （ 会で し

として ）の は が （A
E 教 ）。A の 会の

に いて、E 教 は、 のよ に す。

9 学年が一 に会してやる 要のないもの

は ってきてはま いんですよ 。それは

で できる とだったら、 あの

の に ってくる 要はなくって。

なき ができないと 、 で げ ける

とに があるってい よ な が、

がある。

その 手に でも の に出して ればい

いってい ん なくて、 で できる

とは の の 分で。（A E 教

）

すな ち、A では、 に学 に関 する

（ 生 が な 関 を する

）の を 会で 。 に関 する

は で、 員に関 する は

会（ 5 参照）で し って、 するとい 方

を っている。A の 会の 時の な は、

で 学 の や に関する

、 しい教室や の名 、 に関する

などであ 、い れも、学 に関する であ

る。 に、 のも ごとが 会の にされ

る とはない（A E 教 ）。

れに して、B では、 や し等の学

に関 する の なら 、 のも ごとま

でも 会の として 上げるとい 方 を採

用している。なお、B では、 に されてい

る の に に する とによって、

でも を する とができる（K  2013）。
された は、 本 にそのまま として

会で 上げられる。B K は、B の方

を のよ に する。

のも ごとも んなの として

上げる。そのほ が い に いて んな

が するよ になるし、 平な 論になる

が多い。

（い 、 、 関 に いて）大

が 別に をするのではなくて、 んなの

にする。（K  2013）

えば、特 の 2 の の の や、

特 の一 の に関する を、 として

上げる とがあるとされる（K  2013）。また、

時における、特 の 等の の とい

も、 には とされている の 者

にの 関 し、その の 生 は の 関

を しない である。

3  

また、B の 会では、A に して、参 者

の を する度 いが いとい 特 が さ

れた。 、 に る。

3  

A では、 会において参 者の の は、

あま られな った。 に、 時には、 会

の で 論するのではなく、いったん 会

で し ったらど とい の が教師 ら

なされ、 の が採用された。

と で ち って し って、で、ま

た A 会 で、ど です 。 いきな ど

する って れても、す に えがまとま
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らないと ので。（A I 教 。

は 者） 

れは、 しも に多くの参 者が 会にお

いては する とは に、よ の

で な し いを い、その 果が（一 の

者によって） 会に出されればよいとい 方

を するものといえる。 会

会とい で、 し いの を に し

ているとい A の の 本に するも

のだと えられる。 
もっとも、 ではなく とい で

は、A では、 学年の子どもに して を

さ るた の なしく を えている。 会に

おいて、 学年の子どもを て 員が の

を した えで、 し いをするた の工 であ

る。 えば、E 教 の によれば、 

よくやるのは、 。ちっち い子が

の は しいよ と 、そ なった に、

上 生の子が くにいって しく してあ

げるってい 時 を る ともあ ます。（A
E 教 ） 

3   

れに して、B では、 会における参 者

に する、 い の が された。分 する

と、 関 者に する の 、 それ

の 生 に する の の 2 に分 れる。 

   

ま 、 のM 教 の らは、 関 者だけ

の の で し いをさ るのではなく、あ

くまでも 会の で し いをさ たいとい B
の がよく る。A と 照 である。 

（ 会ではなく の 者の で別

し いたいとい の の に して）

（ 名）は おや （ の ）

だけで し いたいってい となんだけど、

のおや の はそれでいいの （B

M 教 ） 

 そして、 関 者に する の として、

B では手を挙げて の生 に指名されて ら

をするのが であるにも ら 、 な

関 者に いては手を挙げていなくとも が

指名をして を る が多く られた。い

れも となっている 関 の や、 関

者の ・ を するた の、 の であ

る。 えば、 

くん（ 名）、 子 は どんな

なの も 1 やしたほ がいい  
あ、 子 の は （B

） 

 さらに、そのよ な 関 者の ・

に して、大 の の で するのが 手な 学

年の の に、教師が ち んは、 だ

って。のよ に で してあげる も 2 ほ

ど られた。 

   

な 関 者 の 生 に しても、

の が られている。 
えば、 会の 時に なものは でき

な ったが、 会 の 員会の

会では、 の教 ら、 員の 生 らに

して のよ な があった。 

さい子に関連する のとき そ、大き

い子も してほしい。大きい子もち んと え

ているとい とが んなに るよ に。

（B O 教 ・ 会時） 

3 3  論  

すると、A では、 会

会と、 に し いの が されている。

会の は、学 に関する に られる。

会における 生 に する の は い。

れに して、B では、学 に関する の
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なら 、 のも ごとも 会の に 。

会における 生 に する の が い 7。 
 者の を 2 の ら分 すると、

のとお である。 
 
3 3   

  子どもの参 の らすれば、子どもたち 身

が に、 ・ に参 する との

できる が ましい。 
 し し、 4-2 では、教師が 会において

に している とを指 した。教師による

な の として、子どもの 会が

れた 、教師の に に った とい

が子どもの に生 てしま ない とい があ

ろ 。もしそ なってしまえば、教師が 導する

になってしま 。子どもの ・ の度 いが

くな 、子どもの の 成も まる。し

たがって、教師の な があったとしても、

子どもたち 身が に ・ に参

できる になっている を する 要が

ある。 
 そ したと ろ、B では、 会における子ど

もの を する度 いが い。 、教師、

員会などを て、 関 者に い

てもその の者に いても、 の がなされて

いる。 会での によって、子どもたちの

・ への な参 を してい

るといえる。 
 れに して、A では、 会における の

は い。し し、 会 会と

い で、 し いの を に している。

会などのよ の で な し

いを る とで、子どもたち 1 1 が

・ への参 する とを しているとい

える 8。 
  
3 3   

    

 が とする の 関 者 身が

の ・ 用に関 する との 要 に え

て、 を支える な の 用

とい （Smith & Martinez 2009）も 要である。 
そ したと ろ、A の 会は、 れらの 論

に った となっている。すな ち、 会

においては、学 に関連する の を 上

げる ら、 となる ・ に いては に

会の参 者 員が 関 者である。したがって、

まさに 関 者 員で し いをするとい 方

である ら、 関 者 身の関 とい ら

ましい方 である えに、 の 用もな

い。 
  

    

 れに して、B の 会は、

の上記 論 らすると、やや した

である。すな ち、 の ・ に

いても として 上げる ら、 とは

の 関 がない者も し いに参 する と

となる。したがって、 関 者 身の関 とい

らは、参 の 要 が い者まで参 さ られ

ている。その において、 の が生 て

しまっている。 
 の の とい を、 して

るならば、 会の時 に される とが

生 らの になるとい とである。 会を

生 の は して でき 、 に、

会を している の ・

の では、 会の時 が い と ら もっと

く ってほしい。そのあと ない など

が出されて、 会が一時 した ともあったと

される（ ・ を える会 
2008: 86-87 ）。 
 その一方で、B の には の 2 の

があると えられる。 
1 は、 よ 多くの が を出す とがで

きるとい である。多くの 生 が し い

に参 する とで、 者だけでは い な

いよ な のた の れた が生まれ、

よ 者 方にとって ましい ができる

が す。 
2 は、 に き け、 として

を さ る との である。ま 、 れ・
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らは、参 の 要 が い者まで参 さ られ

ている。その において、 の が生 て

しまっている。

の の とい を、 して

るならば、 会の時 に される とが

生 らの になるとい とである。 会を

生 の は して でき 、 に、

会を している の ・

の では、 会の時 が い と ら もっと

く ってほしい。そのあと ない など

が出されて、 会が一時 した ともあったと

される（ ・ を える会

2008: 86-87 ）。

その一方で、B の には の 2 の

があると えられる。

1 は、よ 多くの が を出す とがで

きるとい である。多くの 生 が し い

に参 する とで、 者だけでは い な

いよ な のた の れた が生まれ、

よ 者 方にとって ましい ができる

が す。

2 は、 に き け、 として

を さ る との である。ま 、 れ・

 

学 の ・ の としての 会 の 研究 

を る教育 学の研究 らは、生 の

は、 分 身では をしない の生 と

の な関 の で助 ・ される が

ある とが ら になっている。したがって、

を す特 の の なら 、

をしない生 も た に する き けが

要であるとい とである（ 藤・大  2006）。
さらに、い の研究においても、い は、

者と 者 の関 の なら 、4 （ 者、

者、 、 者）の の で るとされ

る 。したがって、 の大 を 、 て

をしている 者 を き んで、い に

する を さ る とが 要だとされる（

・  1994: 151-164 、  2010: 131-142 ）。

、い のい れの研究 らも、

者や の 関 者の なら 、 として

を さ る として、B の には

があるといえる。 
そして、 査した では、 に、B では れ

らの がそれな に しているよ に けら

れた。 えば、 時のB の 会では、 と

なっている とは関 のない 生 ら

らも（ き の） 数 やして、 学 の方

まで に たらど などの がなされて

いた。 者でなくとも なる 者になら 、

たな を している けである。また、

の 者ではない別の 生 が、 の

を として出す ともあるとされ（K  
2013）、 として を する として して

いる 子が がえる。 
B の 会では、 生 に する の

が い とが されたが、 の の そが、

B の の を生 すた の になってい

るのではない と れる。 
 には、 関 者 その の者の を

する とは、 のよ な を すると えら

れる。 とは の 関 がない者も参

をしている においては、ま は、 関 者 身

の ら、 となっている 関 や 身の

・ を に して する 要があろ 。そ

して、 関 者 の者の をも する と

によって、参 者 が 者 を ち、 で

の し いによる （よ れた を生 出

す、 として を する）を さ る

とに ながると えられる。 

3 3 3   

の と子どもの参 に いてまと る

と、 のよ に できる。 
A の 会は、学 に関する の を

。 会 会とい で、

し いの を に に する を採

用している。 な し いの を ける とに

よって、 ・ への 生 の参 を

している。したがって、あえて、 会の で

の多 な 生 の を する とは 要であ

、 れていない。 の が生 ないた

、 会の時 に されるとい 生 らの

を に えた な と える。 
B の 会は、 の ・ に いても

として 上げる。 の には、参 者

が を る とで れた が生まれる

が す と、 として を さ る

とで やい の ・ を とする

ととい がある。 会の で、 生 の

を するし けがなされてお 、 れがB の

の を さ るた の要 となってい

る。また、 の によって、 ・

への 生 の参 を している。 方で、B
の には、 関 者 の 生 も参

さ られる とで、 会の時 に されると

い 子どもたちの がよ いとい がある。 
そして、 の として、特に したいのは、

会で 上げる の （ 員の 、そ

れとも の ）によって、 会の の

あ 方（特に 生 の の の要 ）が な

ってくるとい とである。 

5   

5   

本研究では、 会の に るとともに、
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会の ・ 要 に いて分 をした。 に

すると、 のとお である。 

2 A B とX Y の  
教師（大 ）

の参 数 
教師（大 ）

の ・  
A
B  

多い。 
（ 6、7 名） 

が 。 
等な 者として

振る 。 
X
Y  

少ない。 
（ 2 名） 

が 。 
等な 者として

振る えない。 

3 A とB の  
の  会での  

会の 付け 
A  学 ・ 員に関

する が 。

（ のも ご

とは まない） 

が い。 
し いの を

に （

会 会）。 
B  学 におけるあら

る が 。 
（ のも ご

とを ） 

が い。 

られた として、大きな は の 2
である。 

一に、子どもの参 の らも、

の らも、学 における ・

のた の し いにおいては、教師が子どもと

等の 者としての に って、 に

できる とが ましい。そ したと ろ、 し い

に参 する教師の 数が多ければ、 教師による

な が される とが った。 
に、 X Y のよ に し いに参 する教

師（大 ）の 数が少ない には、たと

え子どもの ・ の教育 に いていたと

しても、大 は子どもと 等の 者としての

に とができない。 に する ともで

きない。 
に、 し いの として の を

上げる には、時 な とい 生 ら

の が すとい がある一方で、 の

た のよ れた が生まれる が し、

として を できるとい がある。

し し、 の を さ るた には、 生

（ 関 者とそれ の 生 の 方）の

を するし けが 要である。すな ち、 さ

れる の によって、 生 の の の

要 が なる とが った。 

5  学  

上記のとお の が られたが、本 の で

たとお 、 会を している学 は

である。また、特に が大きい学 においては、

会の導 は ではないと れる。そ で、

に、 られた を同 く である

学 会 9 にも ては て、よ く一 に れ

ている学 会のあ 方に いての を る。 

5  教  

 し いに参 する教師の 数が多い方が まし

いとい らは、学 会における TT（
・ ）などの 用が えられる。 時、

少 数学 がよいとする も られると ろだが
10、 に同数の教員を するのであれば、 任教

師 1 が少 数学 （ 20 名）を け よ

は、2 の教師が 2 の 数の学 （ 40 名）

を する の方が、学 会に参 する教師の

数が多くなる ら、 ましいと えられる。 
 また、 での し いの が しい

であっても、学 の を えて、 数の学 を

た 同での学 会（ 同学 会 とでも

）の ならば、 に と れる。 え

ば、TT（教師 2 名）の 35 学 を 3 して、

同学 会 を すれば、参 する 100 名の

生 に して、教師が 6 名も参 できる とにな 、

B の 会の 数 成と する。なお、学年

とい 葉がよく れるよ に、教師 でも学年

の なが が される学 が一 である

ら、同一学年 での の 同学 会 （ 学年

会 ）であれば、 はさほど しくないと れる。
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に、 X Y のよ に し いに参 する教
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え子どもの ・ の教育 に いていたと

しても、大 は子どもと 等の 者としての

に とができない。 に する ともで

きない。

に、 し いの として の を

上げる には、時 な とい 生 ら

の が すとい がある一方で、 の

た のよ れた が生まれる が し、

として を できるとい がある。

し し、 の を さ るた には、 生

（ 関 者とそれ の 生 の 方）の

を するし けが 要である。すな ち、 さ

れる の によって、 生 の の の

要 が なる とが った。

5  学

上記のとお の が られたが、本 の で

たとお 、 会を している学 は

である。また、特に が大きい学 においては、

会の導 は ではないと れる。そ で、

に、 られた を同 く である

学 会 9 にも ては て、よ く一 に れ

ている学 会のあ 方に いての を る。

5  教

し いに参 する教師の 数が多い方が まし

いとい らは、学 会における TT（
・ ）などの 用が えられる。 時、

少 数学 がよいとする も られると ろだが
10、 に同数の教員を するのであれば、 任教

師 1 が少 数学 （ 20 名）を け よ

は、2 の教師が 2 の 数の学 （ 40 名）

を する の方が、学 会に参 する教師の

数が多くなる ら、 ましいと えられる。

また、 での し いの が しい

であっても、学 の を えて、 数の学 を

た 同での学 会（ 同学 会 とでも

）の ならば、 に と れる。 え

ば、TT（教師 2 名）の 35 学 を 3 して、

同学 会 を すれば、参 する 100 名の

生 に して、教師が 6 名も参 できる とにな 、

B の 会の 数 成と する。なお、学年

とい 葉がよく れるよ に、教師 でも学年

の なが が される学 が一 である

ら、同一学年 での の 同学 会 （ 学年

会 ）であれば、 はさほど しくないと れる。
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方で、 なる学年での の 同学 会 で

あっても、 学年の学 会の時 を 一しそれを

同で するとい にすれば る ら、時

上の はないは である。 
に、 任教師 1 が 1 の学 （学 会）を

するとい を する 、たとえ 任教

師がどんなに子どもの 、 な学 を

指したとしても、 に ってしま おそれが

ある。 任教師が、学 の の ら

て子どもと 等な に と としても、 まく

る とができないた である。 

5   

 に、 の の らは、学 会において、

に いて に を きだとい と

が指 できる。 
 学 会は、学 や学 の生 の と 上に関す

る に いて し の である。学 会

の指導方 の一 として、 の に て

の や 方 の指導を 要 に いて

は、 学 の学 指導要 においても指 され

ていると ろである（文 学  2008: 48-49 ）。

また、生 指導の研究においては、学 で ・

（ へのいた ら ら 、けん ら

まで なもの）が きたときには、教師

はそれを 教 する の をしなくては

ならないとも指 されている 11（ 生研 任 員会 
2005: 80-82 ）。すな ち、 ・一 者

の ・ の には、学 会で 上げる きも

のと 上げる きでないものがあるのではない

とい 指 である。 
し し、 によって、学 会の指導のあ 方が

なってくる と、特に、 ・少 数 の ・

を として学 会で し お とする に

は、学 に 関 る の に して、

生 （ 関 者とそれ の 生 の 方）

の を する 要があるとい とは、 れま

であま 指 されて な ったよ に れる。 
平たく と、学 会で し として、

・少 数 の ・ とい のは 度が

い なのである。 にいえば、 学 ・ 生

の などに て、学 会における 生

の な を する とが である に

は、 学 の学 会では、 ・少 数 の

・ とい 度の い を とは

でない もしれない。その には、 関

者・ 者の による 別 な を る きだろ
12。 

5 3   

本 には も されている。本 は、A B
X Y とい 4 の 会の を 上げたも

のだが、 に 査を とができたのはA
B の 2 の である。 査の 数も 1

に られる。そのた 、本 の分 は、少数の

の少数 の をもって、一 を たものであ

る とは できない。もっとも、 の に いて

は、 会を している が に少ない

えに、 会は、学 の や 生 の ・

などの な を し

が い であるた 、 査研究への を

るのが ではないとい もある。その で、

本 の分 も、 分に大きな のあるものだと

えている。 
また、 掲 8 でも たとお 、 会の に

着 した とによる がある。 会とい

の教育 の一 の を った分 であるた 、

分 が になってしまっているおそれがある。

本 であれば、 における の ・

に関するす ての教育 を に 査・分

する とが ましい とは までもない。 の

に いては、 を て とにする。 

 

査にご くださったA B X Y の関

者の に、 く し上げます。 
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1 として、 ・ ・ には、

会とは別に、 員会（Judicial Committee）
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